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右

端

を

二

箇

所

ホ

チ

キ

ス

ど

め

令

和

８

年

度

合

格

内

定

者

用

課

題

第

一

回

国

語

中

学

校

の

国

語

の

教

科

書

や

辞

書

な

ど

を

参

照

し

て

問

題

を

解

き

、

解

き

終

わ

っ

た

ら

赤

ペ

ン

で

答

え

合

わ

せ

を

し

て

提

出

し

て

く

だ

さ

い

。

号

氏

名

番検受

福

岡

県

立

福

岡

講

倫

館

高

等

学

校

学

習

の

ペ

ー

ス

第

一

日

一

【

文

法

】

Ⅰ

言

葉

の

単

位

と

種

類

第

二

日

一

【

文

法

】

Ⅱ

活

用

す

る

言

葉

（

用

言

）

第

三

日

一

【

文

法

】

Ⅲ

動

詞

の

活

用

第

四

日

二

【

敬

語

】

Ⅰ

第

五

日

二

【

敬

語

】

Ⅱ

第

六

日

三

【

漢

字

・

語

句

の

意

味

】

第

七

日

三

【

漢

字

・

語

句

の

意

味

】

第

八

日

四

【

こ

と

わ

ざ

・

慣

用

句

】

１

～

３

第

九

日

四

【

こ

と

わ

ざ

・

慣

用

句

】

４

～

７

第

十

日

五

【

対

義

語

・

類

義

語

】

１

～

４

第

十

一

日

五

【

対

義

語

・

類

義

語

】

５

～

７

第

十

二

日

五

【

対

義

語

・

類

義

語

】

８

～

１

０
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一

【

文

法

】

次

の

文

章

中

の

空

欄

に

適

切

な

語

句

を

入

れ

な

さ

い

。

Ⅰ

言

葉

の

単

位

と

種

類

文

を

音

読

す

る

と

き

、

意

味

が

不

自

然

に

な

ら

な

い

程

度

に

短

く

区

切

っ

た

、

一

つ

一

つ

の

要

素

を

（

①

）

と

い

う

。

文

節

は

、

文

の

中

で

ど

の

よ

う

な

働

き

を

す

る

か

に

よ

っ

て

、

次

の

よ

う

に

分

け

る

こ

と

が

で

き

る

。

１

主

語

…

「

何

が

」

に

あ

た

る

文

節

２

（

②

）

…

「

ど

う

す

る

」
「

ど

ん

な

だ

」
「

何

だ

」

に

あ

た

る

文

節

３

（

③

）

…

下

の

文

節

を

詳

し

く

説

明

す

る

文

節

。
（

③

）

を

受

け

る

文

節

を

（

④

）

と

い

う

。

４

（

⑤

）

…

前

後

の

文

や

文

節

を

つ

な

ぐ

働

き

を

す

る

文

節

５

独

立

語

…

前

後

か

ら

独

立

し

て

い

る

文

節

。

感

動

や

呼

び

か

け

を

表

す

も

の

が

多

い

。

文

節

を

さ

ら

に

小

さ

く

分

け

た

、

意

味

を

持

っ

た

言

葉

の

最

小

単

位

を

単

語

と

い

う

。

単

語

を

そ

の

性

質

に

よ

っ

て

分

類

し

た

も

の

を

品

詞

と

い

う

。

品

詞

の

中

に

は

、

単

独

で

述

語

に

な

る

も

の

が

三

種

類

あ

る

。
「

話

す

」
「

行

く

」

な

ど

の

よ

う

に

動

き

を

表

す

（

⑥

）
、
「

優

し

い

」
「

美

し

い

」

な

ど

の

よ

う

に

性

質

や

状

態

を

表

し

「

い

」

で

終

わ

る

（

⑦

）
、
「

静

か

だ

」
「

な

だ

ら

か

だ

」

の

よ

う

に

よ

う

に

性

質

や

状

態

を

表

し

「

だ

」

で

終

わ

る

（

⑧

）

の

三

つ

で

あ

る

。

こ

の

三

つ

の

品

詞

は

、

使

い

方

に

よ

っ

て

語

の

形

が

変

化

す

る

。

例

え

ば

「

話

す

」

は

「

な

い

」

に

続

く

と

き

に

は

「

話

さ

」

と

な

り

、
「

合

う

」

に

続

く

と

き

に

は

「

話

し

」

と

な

る

。

こ

の

よ

う

に

語

の

形

が

変

化

す

る

こ

と

を

（

⑨

）

と

い

い

、

こ

れ

ら

の

「
（

⑨

）

す

る

言

葉

」

を

、
（

⑩

）

と

い

う

。

（

⑩

）

に

対

し

て

、

単

独

で

主

語

に

な

る

名

詞

の

よ

う

な

品

詞

を

、
（

⑪

）

と

い

う

。

Ⅱ

活

用

す

る

言

葉

（

用

言

）

用

言

が

活

用

す

る

と

き

に

、
「

話

さ

」
「

話

し

」
の
「

話
（

は

な

）
」
の

よ

う

に

変

化

し

な

い

部

分

を
（

①

）
と

い

い

、

「

さ

」

や

「

し

」

と

い

っ

た

変

化

す

る

部

分

を

活

用

（

②

）

と

い

う

。

こ

の

語

形

の

変

化

は

、

六

つ

の

形

に

整

理

し

、

そ

れ

ぞ

れ

に

次

の

よ

う

に

名

付

け

て

い

る

。

未

然

形

…
「

ま

だ

そ

う

な

っ

て

い

な

い

」
状

態

を

表

す

時

に

使

わ

れ

る

形

。
「

な

い

」
「

よ

う

」
「

れ

る

・

ら

れ

る

」
な

ど

に

続

く

。

（

③

）
形

…

用

言

に

連

な

る

（

つ

な

が

る

）
形

。
「

合

う

」
「

続

け

る

」
な

ど

の

用

言

や

、
「

た

」
や
「

ま

す

」
に

続

く

。

終

止

形

…

文

を

終

始

す

る

形

。

（

④

）

形

…

体

言

に

連

な

る

（

つ

な

が

る

）

形

。
「

こ

と

」
「

も

の

」
「

人

」

な

ど

に

続

く

。

仮

定

形

…

「

ば

」

に

続

き

、

仮

定

を

表

す

。

命

令

形

…

命

令

し

て

言

い

切

る

形
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Ⅲ

動

詞

の

活

用

五

十

音

の

表

で

、
縦

の

列

を
「

行

」
と

い

い

、
ア

行

か

ら

ワ

行

ま

で

の

十

行

が

あ

る

。
こ

れ

に

対

し

、
横

の

列

を
「

段

」
と

い

い

、

ア

段

か

ら

オ

段

ま

で

の

五

段

が

あ

る

。
こ

れ

を

用

い

て

、
例

え

ば
「

せ

」
の

音

は

、
サ

行

の

エ

段

の

音

と

い

う

よ

う

に

説

明

で

き

る

。

五

つ

の

段

の

中

で

、

中

心

の

ウ

段

よ

り

も

上

の

ア

段

と

イ

段

を

上

（

か

み

）

の

段

、

ウ

段

よ

り

も

下

の

エ

段

と

オ

段

を

下

（

し

も

）

の

段

と

い

う

。

活

用

す

る

語

尾

の

音

が

、

五

つ

の

全

て

の

段

に

わ

た

っ

て

い

る

も

の

を

五

段

活

用

の

動

詞

、

イ

の

段

だ

け

で

あ

る

も

の

を

上

一

段

活

用

と

表

現

す

る

。

表

中

の

（

①

）

～

（

⑩

）

の

空

欄

に

適

切

な

語

句

を

入

れ

な

さ

い

。

（
「

語

幹

」

の

○

は

、

語

幹

が

な

い

※

活

用

語

尾

と

の

区

別

が

な

い

こ

と

を

表

す

。
）

活

用

の

種

類

基

本

形

語

幹

未

然

形

連

用

形

終

止

形

連

体

形

仮

定

形

命

令

形

（

行

）

の

例

な

い

・

ず

・

う

・

よ

う

・

れ

ま

す

に

続

く

言

い

切

っ

て

終

わ

る

こ

と

・

も

の

に

続

く

ば

に

続

く

命

令

し

て

言

い

切

る

活

用

る

・

ら

れ

る

に

続

く

（

①

）

書

く

書

か

き

く

く

け

け

活

用

こ

（

②

）

見

る

○

み

み

み

る

み

る

み

れ

み

ろ

活

用

み

よ

（

③

）

食

べ

る

食

べ

べ

べ

る

べ

る

べ

れ

べ

ろ

活

用

べ

よ

（

④

）

来

る

○

（

⑥

）

き

く

る

く

る

（

⑦

）

（

⑧

）

活

用

（

⑤

）

す

る

○

し

（

⑨

）

す

る

す

る

す

れ

し

ろ

活

用

せ

（

⑩

）

さ



- 4 -

二

【

敬

語

】

Ⅰ

次

の

文

章

中

の

空

欄

に

（

尊

敬

語

・

謙

譲

語

・

丁

寧

語

）

の

い

ず

れ

か

を

入

れ

な

さ

い

。

敬

語

に

は

大

き

く

次

の

三

種

類

が

あ

る

。

敬

意

を

も

っ

て

い

る

相

手

の

動

作

に

対

し

て

使

う

表

現

の

（

①

）
、

自

分

や

身

内

の

動

作

を

へ

り

く

だ

っ

て

（

低

姿

勢

に

な

っ

て

）

使

う

表

現

の

（

②

）
、

そ

の

場

で

聞

い

て

い

る

（

読

ん

で

い

る

）

人

達

に

対

し

て

丁

寧

に

表

現

す

る

と

き

に

使

わ

れ

る

（

③

）

の

三

種

類

で

あ

る

。

ま

た

尊

敬

表

現

に

は

、
「

お

（

ご

）

～

に

な

る

」

や

、
「

～

な

さ

る

」

な

ど

の

言

葉

を

使

っ

て

表

現

す

る

形

、

謙

譲

語

で

は

「

お

（

ご

）

～

す

る

」

の

言

葉

を

使

っ

て

表

現

す

る

形

が

あ

る

。

（

１

）
「

お

客

様

が

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

し

た

。
」

の

「

い

ら

っ

し

ゃ

る

」

は

「

来

る

」

の

（

④

）

で

あ

る

。

（

２

）
「

ど

う

ぞ

召

し

上

が

れ

。
」

の

「

召

し

上

が

る

」

は

「

食

べ

る

」

の

（

⑤

）

で

あ

る

。

（

３

）
「

お

手

紙

を

拝

見

し

ま

し

た

。
」

の

「

拝

見

す

る

」

は

「

見

る

」

の

（

⑥

）

で

あ

る

。

（

４

）
「

今

か

ら

そ

ち

ら

に

参

り

ま

す

。
」

の

「

参

る

」

は

「

行

く

」

の

（

⑦

）

で

あ

る

。

（

５

）
「

お

い

し

い

ご

飯

を

食

べ

ま

し

た

。
」

の

「

ま

す

」

は

、
（

⑧

）

で

あ

る

。

（

６

）
「

先

生

が

作

品

を

ご

覧

に

な

る

。
」

の

「

ご

覧

に

な

る

」

は

「

見

る

」

の

（

⑨

）

で

あ

る

。

（

７

）
「

お

話

を

承

（

う

け

た

ま

わ

）

り

ま

す

。
」

の

「

承

る

」

は

「

聞

く

」

の

（

⑩

）

で

あ

る

。

⑧

「

こ

の

本

を

差

し

上

げ

ま

し

ょ

う

。
」

の

「

差

し

上

げ

る

」

は

「

与

え

る

」

の

（

⑪

）

で

あ

る

。

⑨

「

社

長

に

は

そ

の

件

は

申

し

上

げ

て

お

り

ま

す

。
」

の

「

申

し

上

げ

る

」

は

「

言

う

」

の

（

⑫

）

で

あ

る

。

⑩

「

詳

し

い

内

容

を

う

か

が

い

た

い

と

思

い

ま

す

」

の

「

う

か

が

う

」

は

「

聞

く

」

の

（

⑬

）

で

あ

る

。

Ⅱ

次

の

（

）

内

の

語

を

適

切

な

敬

語

表

現

に

し

な

さ

い

。

（

１

）

母

が

先

生

に

お

礼

を

し

た

い

と

（

言

っ

て

）

い

ま

し

た

。

【

敬

語

表

現

】

（

２

）

皆

様

に

は

後

ほ

ど

詳

し

く

（

説

明

し

）

ま

す

。

【

敬

語

表

現

】

（

３

）

こ

ち

ら

の

お

洋

服

を

（

着

）

ま

す

か

。

【

敬

語

表

現

】

（

４

）

先

生

に

事

情

を

（

言

い

）

ま

し

た

。

【

敬

語

表

現

】

（

５

）

お

客

様

は

居

間

の

方

に

（

い

）

ま

す

。

【

敬

語

表

現

】

（

６

）

ど

う

ぞ

こ

ち

ら

に

（

座

っ

て

）

く

だ

さ

い

。

【

敬

語

表

現

】

（

７

）

先

生

の

作

品

を

（

見

）

ま

し

た

が

、

素

晴

ら

し

か

っ

た

で

す

。
【

敬

語

表

現

】

（

８

）

事

情

を

（

①

聞

き

）

た

い

と

思

い

、
（

②

来

）

ま

し

た

。

【

敬

語

表

現

①

②

】

（

９

）

差

し

入

れ

の

果

物

は

皆

で

お

い

し

く

（

食

べ

）

ま

し

た

。

【

敬

語

表

現

】

（

１

０

）

講

師

の

先

生

が

（

帰

り

）

ま

す

。

【

敬

語

表

現

】
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三

【

漢

字

・

語

句

の

意

味

】

・

次

の

文

章

中

の

傍

線

部

①

～

㉚

の

片

仮

名

を

、

漢

字

で

記

し

、

波

線

部

Ａ

～

Ｄ

の

語

の

意

味

を

辞

書

で

調

べ

て

書

き

な

さ

い

。

全

て

の

ス

ポ

ー

ツ

の

中

で

最

も

人

気

の

あ

る

種

目

、

そ

れ

は

、

サ

ッ

カ

ー

で

あ

ろ

う

。

こ

の

こ

と

は

、

サ

ッ

カ

ー

の

ワ

ー

ル

ド

カ

ッ

プ

に

対

す

る

人

々

の

①

キ

ョ

ウ

ラ

ン

ぶ

り

を

思

え

ば

、

直

（

た

だ

）

ち

に

理

解

で

き

る

。

ワ

ー

ル

ド

カ

ッ

プ

は

、

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

に

優

に

②

ヒ

ッ

テ

キ

す

る

だ

け

の

盛

り

上

が

り

を

見

せ

る

。

な

ぜ

、

サ

ッ

カ

ー

は

、

こ

れ

ほ

ど

ま

で

に

人

々

を

③

ミ

リ

ョ

ウ

す

る

の

だ

ろ

う

か

。

こ

の

よ

う

に

問

い

を

立

て

た

時

、

同

時

に

、

も

う

一

つ

の

疑

問

に

Ａ

逢

着

（

ほ

う

ち

ゃ

く

）

せ

ざ

る

を

え

な

い

。

こ

の

種

目

を

ア

メ

リ

カ

人

が

そ

れ

ほ

ど

好

ま

な

い

の

は

、

な

ぜ

な

の

か

。

ア

メ

リ

カ

は

ス

ポ

ー

ツ

大

国

で

あ

る

。

ほ

と

ん

ど

全

て

の

種

目

で

、

ア

メ

リ

カ

は

世

界

最

高

の

水

準

に

あ

る

。

フ

ァ

ン

の

層

も

極

め

て

厚

い

。

と

こ

ろ

が

、

そ

の

ア

メ

リ

カ

人

が

、

サ

ッ

カ

ー

に

だ

け

は

そ

れ

ほ

ど

の

興

味

を

持

っ

て

は

い

な

い

。

例

え

ば

、

二

〇

〇

二

年

に

ワ

ー

ル

ド

カ

ッ

プ

が

④

カ

イ

サ

イ

さ

れ

て

い

た

時

、

グ

ル

ー

プ

・

リ

ー

グ

を

⑤

ト

ッ

パ

し

、

決

勝

ト

ー

ナ

メ

ン

ト

に

進

出

し

た

だ

け

で

、

各

国

の

テ

レ

ビ

局

は

、

た

い

て

い

、

こ

の

事

実

を

、

ニ

ュ

ー

ス

の

ト

ッ

プ

で

─

─

ス

ポ

ー

ツ

ニ

ュ

ー

ス

で

は

な

く

、

一

般

の

ニ

ュ

ー

ス

の

ト

ッ

プ

で

─

─

伝

え

た

。

し

か

し

、

ア

メ

リ

カ

の

テ

レ

ビ

局

は

、

こ

の

同

じ

事

実

を

、

ス

ポ

ー

ツ

ニ

ュ

ー

ス

の

中

で

、

し

か

も

Ｎ

Ｂ

Ａ

フ

ァ

イ

ナ

ル

に

関

す

る

ニ

ュ

ー

ス

よ

り

も

後

で

、

伝

え

た

。

ア

メ

リ

カ

の

⑥

シ

チ

ョ

ウ

者

に

と

っ

て

は

、

国

内

の

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

の

ほ

う

が

、

サ

ッ

カ

ー

の

国

際

的

な

⑦

サ

イ

テ

ン

よ

り

も

重

要

だ

っ

た

の

で

あ

る

。

世

界

で

最

も

ス

ポ

ー

ツ

を

好

む

国

民

が

、

世

界

で

最

も

人

気

の

あ

る

ス

ポ

ー

ツ

に

だ

け

は

、

あ

ま

り

興

味

を

持

て

ず

に

い

る

。

ア

メ

リ

カ

人

に

、

そ

の

理

由

を

問

え

ば

、

彼

ら

は

こ

う

答

え

る

だ

ろ

う

。

サ

ッ

カ

ー

は

あ

ま

り

得

点

が

入

ら

ず

、

つ

ま

ら

な

い

、

と

。

だ

が

、
こ

れ

は

我

々

が

求

め

る

回

答

で

は

な

い

。
ア

メ

リ

カ

人

だ

け

が

得

点

の

少

な

さ

を

⑧

タ

イ

ク

ツ

だ

と

感

ず

る

の

は

、
な

ぜ

か

。

そ

れ

が

問

題

だ

か

ら

だ

。

サ

ッ

カ

ー

は

、

球

技

の

中

で

は

、

比

較

的

単

純

な

部

類

に

⑨

ゾ

ク

す

る

。

サ

ッ

カ

ー

の

や

り

方

を

説

明

す

る

場

合

と

、

野

球

の

や

り

方

を

説

明

す

る

場

合

で

、

ど

ち

ら

が

難

し

い

か

想

像

し

て

み

れ

ば

よ

い

。

そ

の

サ

ッ

カ

ー

に

も

、

一

つ

だ

け

、

素

人

に

は

難

し

い

ル

ー

ル

が

あ

る

。

オ

フ

サ

イ

ド

の

ル

ー

ル

だ

。

オ

フ

サ

イ

ド

の

反

則

を

目

に

し

て

も

、

素

人

に

は

、

最

初

、

何

が

禁

止

さ

れ

て

い

る

の

か

理

解

は

難

し

い

。
ま

た

、
オ

フ

サ

イ

ド

の

反

則

の

説

明

を

受

け

た

後

で

も

、
た

い

て

い

の

人

は

、
そ

の

ど

こ

が

い

け

な

い

の

か

、

な

ぜ

こ

ん

な

ル

ー

ル

が

あ

る

の

か

、

理

解

に

苦

し

む

だ

ろ

う

。
（

中

略

）

こ

の

特

異

な

ル

ー

ル

に

⑩

チ

ャ

ク

モ

ク

し

た

時

、

我

々

は

、

一

つ

の

こ

と

に

気

づ

く

。

ア

メ

リ

カ

に

も

サ

ッ

カ

ー

に

類

す

る

ス

ポ

ー

ツ

が

あ

る

。

ア

メ

リ

カ

ン

・

フ

ッ

ト

ボ

ー

ル

や

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

だ

。

こ

れ

ら

の

ス

ポ

ー

ツ

は

、

サ

ッ

カ

ー

を

代

理

す

る

も

の

で

あ

り

、

他

国

の

人

々

で

あ

れ

ば

サ

ッ

カ

ー

に

差

し

向

け

た

で

あ

ろ

う

よ

う

な

情

熱

を

、

ア

メ

リ

カ

に

お

い

て

吸

い

取

っ

て

い

る

。

と

こ

ろ

が

、

こ

れ

ら

、

ア

メ

リ

カ

に

お

け

る

サ

ッ

カ

ー

的

ス

ポ

ー

ツ

に

は

、

オ

フ

サ

イ

ド

の

ル

ー

ル

が

な

い

の

だ

！

オ

フ

サ

イ

ド

の

ル

ー

ル

を

有

す

る

の

は

、

サ

ッ

カ

ー

だ

け

で

は

な

い

。

ラ

グ

ビ

ー

や

ホ

ッ

ケ

ー

、

ア

イ

ス

ホ

ッ

ケ

ー

に

も

、

オ

フ



- 6 -

サ

イ

ド

の

ル

ー

ル

は

あ

る

。

こ

の

よ

う

に

ボ

ー

ル

ゲ

ー

ム

を

⑪

ナ

ラ

べ

た

こ

と

で

気

づ

く

こ

と

は

、

オ

フ

サ

イ

ド

・

ル

ー

ル

を

有

す

る

種

目

は

、

全

て

イ

ギ

リ

ス

で

生

ま

れ

た

ス

ポ

ー

ツ

で

あ

り

、

ア

メ

リ

カ

ン

・

フ

ッ

ト

ボ

ー

ル

や

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

の

よ

う

な

オ

フ

サ

イ

ド

・

ル

ー

ル

を

持

た

な

い

種

目

は

、

ア

メ

リ

カ

で

生

ま

れ

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

そ

れ

に

し

て

も

、

オ

フ

サ

イ

ド

の

反

則

と

は

、

奇

妙

な

ル

ー

ル

で

あ

る

。

こ

の

ル

ー

ル

を

支

え

る

基

本

的

な

ア

イ

デ

ィ

ア

は

、

攻

撃

側

の

プ

レ

ー

ヤ

ー

が

ボ

ー

ル

よ

り

前

で

プ

レ

ー

す

る

こ

と

を

禁

止

す

る

こ

と

、

あ

る

い

は

少

な

く

と

も

⑫

セ

イ

ゲ

ン

す

る

こ

と

に

あ

る

。

だ

が

、

サ

ッ

カ

ー

を

は

じ

め

、

ラ

グ

ビ

ー

、

ホ

ッ

ケ

ー

な

ど

は

、

ボ

ー

ル

を

前

方

の

ゴ

ー

ル

ま

で

運

び

入

れ

る

こ

と

を

こ

そ

目

的

と

し

、

競

い

合

っ

て

い

る

の

で

は

な

い

か

。

と

、

す

れ

ば

、

オ

フ

サ

イ

ド

・

ル

ー

ル

は

、

こ

れ

ら

の

ボ

ー

ル

ゲ

ー

ム

の

精

神

に

全

く

反

し

て

い

る

よ

う

に

見

え

る

。

オ

フ

サ

イ

ド

・

ル

ー

ル

の

も

と

で

は

、

パ

ス

は

、

原

則

的

に

は

、

目

標

（

ゴ

ー

ル

）

と

は

反

対

方

向

に

な

さ

れ

な

く

て

は

い

け

な

い

、

と

い

う

こ

と

に

な

る

か

ら

だ

。

逆

に

、

ア

メ

リ

カ

人

が

⑬

コ

ウ

ア

ン

し

た

、

サ

ッ

カ

ー

的

な

ス

ポ

ー

ツ

で

は

、

サ

ッ

カ

ー

に

お

い

て

は

ま

さ

に

「

オ

フ

サ

イ

ド

」

と

⑭

カ

イ

シ

ャ

ク

さ

れ

る

よ

う

な

プ

レ

ー

こ

そ

、

中

心

的

で

⑮

カ

レ

イ

な

攻

撃

手

段

で

あ

る

と

見

な

さ

れ

て

い

る

。

こ

れ

ら

の

ス

ポ

ー

ツ

は

、

オ

フ

サ

イ

ド

・

ル

ー

ル

を

積

極

的

に

否

定

し

、

Ｂ

蹂

躙

（

じ

ゅ

う

り

ん

）

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

こ

そ

生

み

出

さ

れ

た

、

と

す

ら

言

え

る

。

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

は

、

も

と

も

と

フ

ッ

ト

ボ

ー

ル

選

手

だ

っ

た

ジ

ェ

イ

ム

ズ

・

ネ

イ

ス

ミ

ス

が

、
「

冬

季

に

室

内

で

行

う

こ

と

が

で

き

る

ボ

ー

ル

ゲ

ー

ム

を

作

っ

て

ほ

し

い

。
」
と

の

⑯

ヨ

ウ

セ

イ

を

受

け

て

コ

ウ

ア

ン

し

た

も

の

で

あ

る

。
つ

ま

り

、

こ

れ

は

フ

ッ

ト

ボ

ー

ル

的

な

ゲ

ー

ム

の

室

内

版

で

あ

る

。
（

中

略

）

こ

の

よ

う

に

、

ア

メ

リ

カ

で

生

ま

れ

た

サ

ッ

カ

ー

的

な

ボ

ー

ル

ゲ

ー

ム

か

ら

は

、

オ

フ

サ

イ

ド

・

ル

ー

ル

は

、

体

系

的

に

⑰

ハ

イ

ジ

ョ

さ

れ

て

い

る

。

ア

メ

リ

カ

で

サ

ッ

カ

ー

が

人

気

を

得

ら

れ

な

い

こ

と

の

原

因

に

は

、

オ

フ

サ

イ

ド

と

い

う

奇

妙

な

ル

ー

ル

が

関

係

し

て

い

る

の

で

は

な

い

か

。

そ

も

そ

も

、

サ

ッ

カ

ー

で

、

オ

フ

サ

イ

ド

が

反

則

と

さ

れ

た

の

は

、

な

ぜ

な

の

だ

ろ

う

か

。

オ

フ

サ

イ

ド

・

ル

ー

ル

の

歴

史

に

つ

い

て

は

、

中

村

敏

雄

の

『

オ

フ

サ

イ

ド

は

な

ぜ

反

則

か

』

が

⑱

ク

ワ

し

い

。
（

中

略

）

オ

フ

サ

イ

ド

・

ル

ー

ル

は

、

い

つ

頃

、

成

立

し

た

の

だ

ろ

う

か

。

こ

の

ル

ー

ル

が

初

め

て

ル

ー

ル

ブ

ッ

ク

の

中

に

書

き

込

ま

れ

た

の

は

、

一

八

四

五

年

の

ラ

グ

ビ

ー

校

で

の

こ

と

だ

と

い

う

。

し

か

し

、

残

さ

れ

た

記

録

か

ら

判

断

す

る

と

、

そ

れ

よ

り

も

は

る

か

に

前

か

ら

、

オ

フ

サ

イ

ド

を

望

ま

し

く

な

い

振

る

舞

い

だ

と

す

る

感

覚

が

支

配

的

で

あ

っ

た

。

な

ぜ

、

オ

フ

サ

イ

ド

は

望

ま

し

く

な

か

っ

た

の

か

。

「

オ

フ

サ

イ

ド

」

と

は

、
「

サ

イ

ド

」

を

離

れ

る

（

オ

フ

）

こ

と

で

あ

る

。
「

サ

イ

ド

」

と

は

、

敵

と

味

方

と

に

分

か

れ

た

、

そ

れ

ぞ

れ

の

側

、

つ

ま

り

チ

ー

ム

の

こ

と

だ

。

初

期

の

フ

ッ

ト

ボ

ー

ル

で

は

、

常

に

、

ボ

ー

ル

の

周

り

に

荒

々

し

い

⑲

ミ

ッ

シ

ュ

ウ

が

で

き

た

。

オ

フ

サ

イ

ド

は

、

こ

う

し

た

ミ

ッ

シ

ュ

ウ

の

外

で

、

ボ

ー

ル

が

出

て

く

る

の

を

待

っ

て

い

る

状

態

で

あ

る

。

そ

う

し

た

行

為

は

、
「

男

ら

し

さ

」

を

評

価

す

る

⑳

キ

ハ

ン

の

も

と

で

は

、

㉑

オ

ク

ビ

ョ

ウ

な

者

と

し

て

、

否

定

的

な

意

味

を

与

え

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

だ

が

、

こ

れ

だ

け

で

は

、

ま

だ

説

明

不

足

だ

。

な

ぜ

、

前

方

へ

と

離

れ

る

こ

と

だ

け

が

、

禁

止

さ

れ

た

の

か

。

こ

の

点

を

解

明

す

る

た

め

に

は

、

サ

ッ

カ

ー

を

、

サ

ッ

カ

ー

以

前

に

ま

で

Ｃ

遡

行

（

そ

こ

う

）

さ

せ

な

く

て

は

な

ら

な

い

。



- 7 -

イ

ギ

リ

ス

の

パ

ブ

リ

ッ

ク

・

ス

ク

ー

ル

で

フ

ッ

ト

ボ

ー

ル

が

行

わ

れ

た

の

は

、
イ

ギ

リ

ス

各

地

か

ら

集

ま

っ

て

く

る

生

徒

た

ち

が

、

た

い

て

い

、

そ

れ

に

類

す

る

ゲ

ー

ム

を

最

初

か

ら

知

っ

て

い

た

か

ら

で

あ

る

。

そ

の

ゲ

ー

ム

の

や

り

方

は

、

出

身

地

に

よ

っ

て

異

な

っ

て

い

た

。
だ

か

ら

こ

そ

パ

ブ

リ

ッ

ク

・

ス

ク

ー

ル

で

標

準

化

さ

れ

な

く

て

は

な

ら

な

か

っ

た

。
だ

が

、
そ

の

元

に

な

る

ゲ

ー

ム

は

、

以

前

か

ら

あ

っ

た

の

だ

。

サ

ッ

カ

ー

の

㉒

キ

ゲ

ン

は

、

後

に

「

マ

ス

（

大

集

団

）
・

フ

ッ

ト

ボ

ー

ル

」
「

モ

ッ

ブ

（

暴

徒

）
・

フ

ッ

ト

ボ

ー

ル

」
「

ス

ト

リ

ー

ト

・

フ

ッ

ト

ボ

ー

ル

」

な

ど

と

呼

ば

れ

る

こ

と

に

な

る

ゲ

ー

ム

で

あ

る

。

そ

れ

ら

は

、

前

近

代

的

共

同

体

の

祭

り

の

一

種

だ

っ

た

。

そ

こ

で

は

、

村

や

町

の

㉓

ゼ

ン

イ

キ

が

競

技

場

と

し

て

使

用

さ

れ

た

。

当

然

、

そ

の

「

競

技

場

」

は

、

今

日

の

ピ

ッ

チ

よ

り

も

は

る

か

に

大

き

い

。

女

性

、

子

ど

も

、

老

人

を

除

く

、

共

同

体

の

全

メ

ン

バ

ー

が

、

こ

れ

に

参

加

し

た

。

し

た

が

っ

て

、

千

人

㉔

キ

ボ

の

大

集

団

で

行

っ

た

と

い

う

こ

と

に

な

る

。

二

つ

の

「

チ

ー

ム

」

の

人

数

を

㉕

キ

ン

ト

ウ

に

し

た

わ

け

で

は

な

い

。
「

ゴ

ー

ル

」

と

し

て

は

、

村

や

町

の

両

端

に

あ

る

ラ

ン

ド

マ

ー

ク

的

な

も

の

─

─

市

門

や

水

車

小

屋

な

ど

─

─

を

利

用

し

た

。

オ

フ

サ

イ

ド

に

関

連

す

る

、

マ

ス

・

フ

ッ

ト

ボ

ー

ル

の

最

も

重

要

な

㉖

ト

ク

チ

ョ

ウ

、

そ

れ

は

、
「

一

点

先

取

」

で

終

わ

っ

た

、

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。
ど

ち

ら

か

の

チ

ー

ム

が

、
ボ

ー

ル

を

、
ゴ

ー

ル

に

ま

で

運

び

入

れ

た

と

た

ん

に

、
ゲ

ー

ム

は

終

わ

っ

た

の

だ

。

と

こ

ろ

で

、

ゲ

ー

ム

は

祭

り

そ

の

も

の

だ

か

ら

、

得

点

は

祭

り

の

㉗

シ

ュ

ウ

ケ

ツ

を

も

意

味

し

て

い

た

。

と

、

す

れ

ば

、

ど

う

で

あ

ろ

う

か

。

祭

り

の

快

楽

を

長

く

㉘

ホ

ジ

す

る

た

め

に

は

、

得

点

は

遅

い

ほ

ど

よ

い

は

ず

だ

。

実

際

、

マ

ス

・

フ

ッ

ト

ボ

ー

ル

は

、

何

日

間

も

続

け

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

ボ

ー

ル

を

前

に

運

ぶ

こ

と

を

Ｄ

阻

害

（

そ

が

い

）

し

、

制

限

す

る

オ

フ

サ

イ

ド

・

ル

ー

ル

は

、

こ

の

精

神

を

㉙

ケ

イ

シ

ョ

ウ

し

た

の

だ

。

そ

れ

は

、

得

点

ま

で

の

㉚

カ

テ

イ

を

で

き

る

だ

け

引

き

延

ば

す

た

め

の

ル

ー

ル

な

の

だ

。

（

漢

字

）

（

大

澤

真

幸

「

サ

ッ

カ

ー

に

お

け

る

『

資

本

主

義

の

精

神

』
」
）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

㉔

㉕

㉖

㉗

㉘

㉙

㉚
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（

語

句

の

意

味

）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

四

【

こ

と

わ

ざ

・

慣

用

句

】

１

次

の

各

文

の

内

容

に

合

う

こ

と

わ

ざ

を

ア

～

カ

か

ら

選

び

記

号

で

答

え

な

さ

い

。

①

自

分

に

も

で

き

る

だ

ろ

う

か

と

心

配

し

た

が

、

や

っ

て

み

た

ら

意

外

に

簡

単

だ

っ

た

。

②

彼

に

い

く

ら

注

意

し

て

も

、

き

ち

ん

と

聞

い

て

く

れ

な

い

の

で

何

の

効

果

も

な

い

。

③

私

は

ギ

タ

ー

が

好

き

な

の

で

、

練

習

し

て

い

る

う

ち

に

け

っ

こ

う

上

手

に

な

っ

た

。

④

ぼ

く

の

親

は

宝

く

じ

が

当

た

っ

た

ら

何

を

買

お

う

か

と

い

う

相

談

を

し

て

い

る

。

⑤

彼

女

に

絵

の

才

能

が

あ

る

な

ん

て

気

が

つ

か

な

か

っ

た

な

あ

。

⑥

兄

と

言

い

合

い

に

な

っ

た

が

、

兄

の

気

持

ち

が

わ

か

っ

た

の

で

、

か

え

っ

て

仲

が

よ

く

な

っ

た

。

ア

好

き

こ

そ

も

の

の

上

手

な

れ

イ

能

あ

る

鷹

は

爪

を

隠

す

ウ

馬

の

耳

に

念

仏

エ

案

ず

る

よ

り

う

む

が

や

す

し

オ

捕

ら

ぬ

狸

の

皮

算

用

カ

雨

降

っ

て

地

固

ま

る

①

②

③

④

⑤

⑥

２

次

の

こ

と

わ

ざ

と

似

た

意

味

の

こ

と

わ

ざ

を

ア

～

ウ

か

ら

選

び

記

号

で

答

え

な

さ

い

。

①

弱

り

目

に

た

た

り

目

②

二

兎

追

う

者

は

一

兎

を

も

得

ず

③

せ

い

て

は

事

を

し

存

じ

る

ア

あ

ぶ

は

ち

取

ら

ず

イ

泣

き

面

に

蜂

ウ

急

が

ば

回

れ

①

②

③
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３

次

の

各

文

の

（

）

に

あ

て

は

ま

る

慣

用

句

を

ア

～

オ

か

ら

選

び

、

記

号

で

答

え

な

さ

い

。

①

風

景

の

（

）

よ

う

な

美

し

さ

に

感

嘆

し

た

。

②

（

）

と

音

楽

の

良

し

悪

し

も

理

解

で

き

る

よ

う

に

な

る

。

③

心

配

だ

っ

た

問

題

が

解

決

し

て

、
（

）
。

④

対

戦

相

手

は

弱

そ

う

だ

と

、
（

）
。

⑤

長

い

距

離

を

歩

き

続

け

て

、
（

）
。

ア

足

が

棒

に

な

る

イ

息

を

飲

む

ウ

耳

が

肥

え

る

エ

た

か

を

く

く

る

オ

胸

を

な

で

お

ろ

す

①

②

③

④

⑤

４

次

の

こ

と

わ

ざ

の

内

容

に

も

っ

と

も

近

い

熟

語

を

ア

～

キ

か

ら

選

び

、

記

号

で

答

え

な

さ

い

。

①

転

ば

ぬ

先

の

杖

②

石

の

上

に

も

三

年

③

豚

に

真

珠

④

あ

と

は

野

と

な

れ

山

と

な

れ

⑤

猿

も

木

か

ら

落

ち

る

⑥

先

ん

ず

れ

ば

人

を

制

す

ア

無

用

イ

親

切

ウ

用

心

エ

忍

耐

オ

無

責

任

カ

失

敗

キ

先

手

必

勝

①

②

③

④

⑤

⑥

５

次

の

意

味

の

こ

と

ば

に

な

る

よ

う

に

、
（

）

に

あ

て

は

ま

る

漢

字

を

書

き

な

さ

い

。

①
音
を
立
て
な
い
よ
う
に
、
そ
っ
と
歩
く
こ
と
。
→
（

）
び
足

②
す
ぐ
れ
た
人
や
物
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
。
→
（

）
ぞ
ろ
い

③
と
て
も
わ
ず
か
な
こ
と
。
→
す
ず
め
の
（

）
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６

次

の

意

味

の

慣

用

句

に

な

る

よ

う

に

、
（

）

に

あ

て

は

ま

る

身

体

の

部

分

を

表

す

漢

字

を

一

字

で

書

き

な

さ

い

。

①

自

分

の

力

で

は

処

理

で

き

な

い

。

→

（

）

に

余

る

②

気

持

ち

に

落

ち

着

き

が

な

い

。

→

（

）

が

地

に

着

か

な

い

③

何

か

に

集

中

し

て

表

情

を

変

え

る

。

→

（

）

の

色

を

変

え

る

④

弱

点

を

突

か

れ

聞

く

の

が

辛

い

。

→

（

）

が

痛

い

⑤

ひ

ど

く

感

心

し

て

驚

く

。

→

（

）

を

巻

く

７

次

の

傍

線

部

の

慣

用

句

の

使

い

方

が

正

し

く

な

い

も

の

を

選

び

、

記

号

で

答

え

な

さ

い

。

①

友

人

が

な

か

な

か

待

ち

合

わ

せ

の

場

所

に

来

な

く

て

、

し

び

れ

を

切

ら

す

。

②

問

題

の

解

決

の

見

込

み

が

な

く

、

さ

じ

を

投

げ

る

。

③

味

方

が

出

場

し

て

い

る

決

勝

戦

の

成

り

行

き

に

、

か

た

ず

を

飲

む

。

④

爪

に

火

を

と

も

す

よ

う

な

、

贅

沢

な

暮

ら

し

を

す

る

。

７

五

【

対

義

語

・

類

義

語

】

次

の

□

の

中

の

語

を

必

ず

一

度

使

い

漢

字

に

直

し

、

語

を

完

成

さ

せ

な

さ

い

。

１

対

義

語

①

丁

重

―

（

）

略

②

閉

鎖

―

（

）

放

③

延

長

―

短

（

）

④

興

隆

―

（

）

退

類

義

語

⑤

回

想

―

追

（

）

⑥

隆

盛

―

（

）

栄

⑦

承

知

―

（

）

解

⑧

是

非

―

可

（

）

お

く

・

か

い

・

し

ゅ

く

・

す

い

・

そ

・

は

ん

・

ひ

・

り

ょ

う

２

対

義

語

①

事

実

―

（

）

構

②

進

展

―

停

（

）

③

尊

大

―

（

）

屈

④

利

益

―

（

）

失

類

義

語

⑤

漂

白

―

放

（

）

⑥

処

理

―

（

）

置

⑦

普

通

―

（

）

常

⑧

阻

害

―

（

）

魔

き

ょ

・

じ

ゃ

・

じ

ん

・

そ

・

そ

ん

・

た

い

・

ひ

・

ろ

う
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３

対

義

語

①

老

練

―

幼

（

）

②

快

諾

―

固

（

）

③

恥

辱

―

栄

（

）

④

巨

大

―

（

）

細

類

義

語

⑤

派

手

―

（

）

美

⑥

弁

解

―

（

）

明

⑦

将

来

―

前

（

）

⑧

歳

月

―

光

（

）

い

ん

・

か

・

じ

・

し

ゃ

く

・

ち

・

と

・

び

・

よ

４

対

義

語

①

答

申

―

（

）

問

②

勝

利

―

敗

（

）

③

違

反

―

（

）

守

④

寒

冷

―

温

（

）

類

義

語

⑤

奇

抜

―

（

）

飛

⑥

復

活

―

（

）

生

⑦

達

成

―

完

（

）

⑧

制

裁

―

処

（

）

さ

い

・

し

・

じ

ゅ

ん

・

す

い

・

だ

ん

・

と

っ

・

ば

つ

・

ぼ

く

５

対

義

語

①

連

続

―

中

（

）

②

自

供

―

（

）

秘

③

簡

単

―

複

（

）

④

冷

遇

―

（

）

遇

類

義

語

⑤

用

心

―

（

）

戒

⑥

策

略

―

陰

（

）

⑦

独

裁

―

（

）

制

⑧

本

気

―

真

（

）

け

い

・

け

ん

・

ざ

つ

・

せ

ん

・

だ

ん

・

ぼ

う

・

も

く

・

ゆ

う

６

次

の

上

下

が

対

義

語

の

関

係

に

な

る

よ

う

に

、
（

）

に

当

て

は

ま

る

漢

字

を

書

き

な

さ

い

。

①

肯

定

的

・
（

）

定

的

②

部

分

的

・
（

）

体

的

③

抽

象

的

・

具

（

）

的

④

社

会

的

・
（

）

人

的

⑤

現

実

的

・
（

）

想

的

⑥

楽

観

的

・
（

）

観

的

⑦

先

天

的

・
（

）

天

的

⑧

例

外

的

・

原

（

）

的

７

次

の

熟

語

の

類

義

語

を

か

ら

選

び

、

漢

字

に

直

し

て

書

き

な

さ

い

。

①

平

板

―

（

）

②

互

角

―

（

）

③

欠

点

―

（

）

④

任

務

―

（

）

⑤

安

全

―

（

）

⑥

支

配

―

（

）

⑦

冷

静

―

（

）

⑧

了

解

―

（

）

た

ん

し

ょ

ぶ

じ

し

め

い

た

ん

ち

ょ

う

た

い

と

う

く

ん

り

ん

な

っ

と

く

ち

ん

ち

ゃ

く
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８

次

の

各

組

の

上

下

が

類

義

語

に

な

る

よ

う

に

、

傍

線

部

を

漢

字

を

直

し

な

さ

い

。

①

薄

情

―

冷

タ

ン

②

工

面

―

サ

ン

段

③

一

生

―

シ

ュ

ウ

身

④

綿

密

―

サ

イ

心

⑤

突

然

―

フ

意

①

②

③

④

⑤

９

次

の

熟

語

の

対

義

語

を

カ

タ

カ

ナ

で

示

し

て

い

る

。

そ

れ

ぞ

れ

漢

字

に

直

し

て

書

き

な

さ

い

。

①

軟

弱

↔
キ

ョ

ウ

コ

②

需

要

↔
キ

ョ

ウ

キ

ュ

ウ

③

記

憶

↔
ボ

ウ

キ

ャ

ク

④

横

断

↔
ジ

ュ

ウ

ダ

ン

①

②

③

④

次

の

傍

線

部

の

熟

語

の

対

義

語

を

書

き

な

さ

い

。

１０

①

自

然

の

風

景

を

写

真

に

撮

る

。

②

教

育

を

受

け

る

権

利

が

あ

る

。

③

外

出

を

禁

止

す

る

。

①

②

③
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【

解

答

】

一

【

文

法

】

Ⅰ

①

文

節

②

述

語

③

修

飾

語

④

被

修

飾

語

⑤

接

続

語

⑥

動

詞

⑦

形

容

詞

⑧

形

容

動

詞

⑨

活

用

⑩

用

言

⑪

体

言

Ⅱ

①

語

幹

②

活

用

語

尾

③

連

用

④

連

体

Ⅲ

①

カ

行

五

段

②

マ

行

上

一

段

③

バ

行

下

一

段

④

カ

行

変

格

⑤

サ

行

変

格

⑥

こ

⑦

く

れ

⑧

こ

い

⑨

し

⑩

せ

よ

二

【

敬

語

】

Ⅰ

①

尊

敬

語

②

謙

譲

語

③

丁

寧

語

④

尊

敬

語

⑤

尊

敬

語

⑥

謙

譲

語

⑦

謙

譲

語

⑧

丁

寧

語

⑨

尊

敬

語

⑩

謙

譲

語

⑪

謙

譲

語

⑫

謙

譲

語

⑬

謙

譲

語

Ⅱ

（

１

）

申

し

て

（

２

）

ご

説

明

し

・

説

明

い

た

し

（

３

）

お

召

し

に

な

り

（

４

）

申

し

（

５

）

い

ら

っ

し

ゃ

い

（

６

）

お

座

り

に

な

っ

て

（

７

）

拝

見

し

（

８

）

①

う

か

が

い

②

参

り

（

９

）

頂

き

（

１

０

）

お

帰

り

に

な

り

三

【

漢

字

】

①

狂

乱

②

匹

敵

③

魅

了

④

開

催

⑤

突

破

⑥

視

聴

⑦

祭

典

⑧

退

屈

⑨

属

⑩

着

目

⑪

並

⑫

制

限

⑬

考

案

⑭

解

釈

⑮

華

麗

⑯

要

請

⑰

排

除

⑱

詳

⑲

密

集

⑳

規

範

㉑

臆

病

㉒

起

源

㉓

全

域

㉔

規

模

㉕

均

等

㉖

特

徴

㉗

終

結

㉘

保

持

㉙

継

承

㉚

過

程

【

語

の

意

味

】

Ａ

で

く

わ

す

こ

と

Ｂ

ふ

み

に

じ

る

こ

と

Ｃ

流

れ

を

さ

か

の

ぼ

っ

て

い

く

こ

と

Ｄ

へ

だ

て

さ

ま

た

げ

る

こ

と

四

【

こ

と

わ

ざ

・

慣

用

句

】

１

①

エ

②

ウ

③

ア

④

オ

⑤

イ

⑥

カ

２

①

イ

②

ア

③

ウ

３

①

イ

②

ウ

③

オ

④

エ

⑤

ア

４

①

ウ

②

エ

③

ア

④

オ

⑤

カ

⑥

キ

５

①

忍

②

粒

③

涙

６

①

手

②

足

③

目

④

耳

⑤

舌

７

④

五

【

対

義

語

・

類

義

語

】

１

①

粗

②

開

③

縮

④

衰

⑤

憶

⑥

繁

⑦

了

⑧

否

２

①

虚

②

滞

③

卑

④

損

⑤

浪

⑥

措

⑦

尋

⑧

邪

３

①

稚

②

辞

③

誉

④

微

⑤

華

⑥

釈

⑦

途

⑧

陰

４

①

諮

②

北

③

遵

④

暖

⑤

突

⑥

再

⑦

遂

⑧

罰

５

①

断

②

黙

③

雑

④

優

⑤

警

⑥

謀

⑦

専

⑧

剣
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６

①

否

②

全

③

体

④

個

⑤

理

⑥

悲

⑦

後

⑧

則

７

①

単

調

②

対

等

③

短

所

④

使

命

⑤

無

事

⑥

君

臨

⑦

沈

着

⑧

納

得

８

①

淡

②

算

③

終

④

細

⑤

不

９

①

強

固

②

供

給

③

忘

却

④

縦

断

①

人

工

②

義

務

③

許

可

１０


